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収入保険制度
開始後初めての
支払いへ

特 集

72020
No.17

夏号

Information Magazine of NOSAI YAMANASHI

や ま な し



3 2

令
和
２
年
度
通
常
総
代
会

収
入
保
険
１
千
戸
加
入
目
指
す

　
６
月
13
日
に
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
山
梨
本
所
で

通
常
総
代
会
を
開
催
し
ま
し
た
。今
回
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防

止
の
た
め
に
、
短
時
間
、
少
人
数
で
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。
総
代
１
４
６
人
中
、

本
人
出
席
７
人
、書
面
議
決
１
３
６
人
で
、

令
和
２
年
度
の
事
業
計
画
な
ど
、
15
議
案

が
審
議
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
中
島
尚
武
組
合
長
は
、
あ
い
さ
つ
の
中

で
「
本
来
な
ら
ば
全
員
の
総
代
各
位
に
ご

参
集
い
た
だ
き
、
ご
意
見
を
賜
る
べ
き
で

あ
り
ま
す
が
、
地
球
規
模
ま
で
に
拡
大
し

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防

止
の
観
点
か
ら
、
国
や
県
の
指
導
も
あ
り

通常総代会通常総代会

提出・承認された議案
  第１号議案

2019年度事業報告書、財産目録、貸借対照表、
損益計算書及び剰余金処分案並びに不足金処理案
の承認について
　2019年度事業実績と決算が承認されました。
【2019年度事業報告：４ページに関連記事】

  第８号議案

借入金最高限度額及び借入条件等の承認について
　借入最高限度額を２億円とし、独立行政法人農林
漁業信用基金及び組合の預け入れ先金融機関を借入
先とすることについて承認されました。

  第７号議案

家畜診療所運営委員及び損害評価会委員の承認に
ついて
　家畜診療所運営委員５人、損害評価会委員79人（本
所委員41人、支所委員38人）の選任が承認されまし
た。

  第６号議案

果樹、畑作物並びに園芸施設共済の無事戻金の承
認について
　平成29年度から３カ年を対象に、果樹共済で1,970
戸1,053万円、畑作物共済で11戸8千円、園芸施設共
済で465戸681万円を支払うことが承認されました。

  第５号議案

特別積立金取崩し並びに農作物共済収支の推計等
の承認について
　損害防止事業の経費として農作物共済勘定から１
千万円の範囲内で特別積立金の取崩しが承認されま
した。

  第４号議案

役員、損害評価会委員、支所運営委員、共済部長、
損害評価員報酬及び顧問料の承認について
　（役員1,143万6千円以内、損害評価会委員45万円
以内、支所運営委員210万円以内、共済部長2,955万
円以内、損害評価員280万円以内、顧問料33万円以
内）

  第３号議案

令和２年度事務費賦課金の賦課額及び賦課方法の
承認について
　令和２年度の、共済事業ごとの賦課金額が承認さ
れました。
　（事務費賦課金の予定総額：2億2,405万円）

  第２号議案

令和２年度事業予定計画の設定並びに業務収支予
算の承認について
　令和２年度事業計画と予算が承認されました。
【令和２年度事業計画：５ページに関連記事】

  第９号議案

余裕金の運用先金融機関の承認について
　県内ＪＡ、山梨県信連、山梨中央銀行などの26金
融機関等を余裕金の運用先とすることについて承認
されました。

  第14号議案

組合実施体制の改善計画の承認について
　役員体制、加入推進体制、法令遵守体制、業務の
合理化・効率化対策の改善計画が承認されました。

  第15号議案

家畜診療所に係る診療報酬の承認について
　診療報酬を１点につき13円とすることが承認され
ました。（令和２年７月以降の転帰から）

  第13号議案

組合規則の一部改正の承認について
　休日勤務手当を見直し、「管理職員特別勤務手当」
「家畜診療所休日勤務手当」を新設し、獣医師職員
の待遇改善のため「特殊勤務手当」「職務手当」を
改正することが承認されました。

  第12号議案

事業規程の一部変更の承認について
　新型コロナウイルス感染拡大の影響により、共済
掛金の支払が困難な場合、最大で令和２年９月30日
まで期限を延長することが承認されました。（家畜
共済、園芸施設共済、任意共済）

  第11号議案

保管中農産物補償共済の共済掛金及び事務費賦課
金単価の設定の承認について
　新設する保管中農産物補償共済の共済掛金と事務
費賦課金の単価が承認されました。

  第10号議案

保管中農産物補償共済の新設の承認について
　収穫後に保管している農産物の損害を補償する共
済を新設することが承認されました。（令和２年９
月から）

書
面
議
決
を
推
奨
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
」
と
状
況
を
説
明
し
ま
し
た
。

　
続
け
て
「
昨
年
度
は
収
入
保
険
を
含
め

た
果
樹
の
加
入
面
積
及
び
園
芸
施
設
共
済

の
加
入
棟
数
が
前
年
度
実
績
を
上
回
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
死
亡
廃
用
共
済
と
疾

病
傷
害
共
済
に
分
離
し
た
家
畜
共
済
や
、

任
意
加
入
制
と
な
っ
た
水
稲
共
済
に
も
概

ね
の
組
合
員
か
ら
ご
理
解
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
収
入
保
険
も
初
年
度
の
２
倍
の

加
入
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
後
さ
ら
に
推

進
に
努
め
て
参
る
所
存
で
す
」
と
述
べ
ま

し
た
。

　
議
長
に
は
甲
府
市
の
宮
川
俊
一
総
代
が

選
出
さ
れ
、慎
重
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

あいさつをする中島組合長

議長に選出された甲府市の宮川総代

【監査報告】
佐野代表監事

【議事】
宮川議長

【あいさつ】
中島組合長

【開会】
古屋副組合長

【事務局】
秋山参事　　　　 内藤事業部長　　　平賀総務部長
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２
０
１
９
年
度
事
業
報
告

収
入
保
険
加
入
者
増
加
５
１
６
戸

頻
発
す
る
農
産
物
被
害
（
２
０
１
９
年
度
）

　
制
度
開
始
２
年
目
と
な
っ
た
収
入
保
険

は
、
広
く
農
家
へ
伝
わ
り
、
定
着
し
て
き

ま
し
た
。
昨
年
度
は
、
果
樹
の
病
害
や
台

風
被
害
が
あ
っ
た
こ
と
も
保
険
需
要
を
後

押
し
し
、
目
標
１
，
０
０
０
戸
に
対
し
５

１
６
戸
（
前
年
２
５
５
戸
）
の
加
入
に
な

り
ま
し
た
。

　
農
業
共
済
の
主
要
事
業
で
あ
る
果
樹
共

済
で
は
、
凍
霜
害
、
ひ
ょ
う
害
、
病
害
な

ど
の
被
害
が
全
樹
種
で
発
生
し
、
過
去
10

年
間
で
最
も
多
い
４
億
９
，
２
０
０
万
円

の
共
済
金
を
支
払
い
ま
し
た
。

　
収
入
保
険
制
度
へ
の
移
行
者
も
含
め
た

果
樹
の
加
入
面
積
は
１
，
５
２
９
㌶
で
、

前
年
比
１
０
５
．
５
％
と
な
り
ま
し
た
。

凍
霜
害

　
３
月
24
日
、
４
月
３
日
、
４
日

の
低
温
に
よ

り
、
モ
モ
・

ス
モ
モ
が
結

実
不
良
と
な

る
。

病
害

　
モ
モ
で
は
県
内
全
域
で
せ
ん
孔

細
菌
病
が
大
発

生
し
た
。
ブ
ド

ウ
で
は
べ
と
病

や
晩
腐
病
、
水

稲
で
は
穂
い
も

ち
病
が
発
生
。

獣
害

　
麦
で
シ
カ
に
よ
る
茎
葉
の
食
害
、

水
稲
で
は
山
間
地
を
中
心
に
、
イ

ノ
シ
シ
や
シ
カ
等
に
よ
る
食
害
・

踏
み
倒
し
の
被
害
が
発
生
。

虫
害

　
カ
メ
ム
シ
に
よ
り
水
稲
の
不
稔

等
の
被
害
が
発
生
。

風
水
害

　
９
月
の
台
風
15
号
、
10
月
の
台

風
19
号
に
よ
り

水
稲
の
倒
伏
や

水
田
へ
の
土
砂

流
入
が
発
生
。

雨
害
湿
潤
害

　
梅
雨
の
長
雨
な
ど
に
よ
り
、
ブ

ド
ウ
等
に
裂
果
が
発
生
。

通常総代会通常総代会

令
和
２
年
度
事
業
計
画

業務収支予算

す
べ
て
の
農
家
に

農
業
保
険
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を

　
農
業
者
の
「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
の

農
業
生
産
体
制
の
確
立
」
を
目
指
し
、
農

業
保
険
の
周
知
と
普
及
に
役
職
員
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
収
入
保
険
で
は
、
行
政
及
び
関
係
団
体

と
連
携
し
て
新
た
に
設
立
し
た
「
収
入
保

険
推
進
協
議
会
」
に
よ
る
加
入
推
進
プ
ラ

ン
の
策
定
、
お
よ
び
プ
ラ
ン
に
基
づ
い
た

個
別
訪
問
に
よ
る
加
入
推
進
を
確
実
に
実

行
し
、
加
入
目
標
１
，
０
０
０
戸
の
達
成

を
目
指
し
ま
す
。

　
農
作
物
共
済
で
は
、
当
然
加
入
制
が
廃

止
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
未
加
入
者
の
再

加
入
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
果
樹
共
済
の
目
標
面
積
は
８
４
３
㌶
と

し
、
収
入
保
険
加
入
者
と
合
わ
せ
て
１
，

６
０
６
㌶
を
上
回
る
実
績
を
確
保
し
ま
す
。

～収入保険推進協議会会員～

山梨県農業法人協会
山梨県指導農業士会
ＪＡ山梨中央会
ＪＡ全農やまなし
県農政部農政総務課
県農政部担い手・農地対策課
県農政部農業技術課
県農政部果樹・６次産業振興課
山梨県農業会議 
山梨県農業振興公社
甲府青色申告会 
関東農政局山梨県拠点（オブザーバー）

総補償金額 ４,227億円

※家畜共済の引受頭数は、死亡廃用共済と疾病傷害共済を合計した延べ頭数。

農作物共済
家畜共済
果樹共済
畑作物共済
園芸施設共済
建物共済
農機具共済

引受 共済金額

収入保険
加入経営体数
1,000戸

基準収入金額
8,833,000千円

※家畜共済は、死亡廃用共済と疾病傷害共済に分離したため、前年比は表示しない。引受頭数は、延べ頭数。
※農機具更新共済の期間満了による共済金を除く。

収入保険
加入経営体数

516戸
基準収入金額
5,354,063千円202.4%

前年比
238.1%
前年比

農作物共済
家畜共済
果樹共済
畑作物共済
園芸施設共済
建物共済
農機具共済

引受
353,926ａ
31,545頭
110,530ａ
5,475ａ
2,386棟
35,729棟
1,895台

82.7%

ー

88.7%

57.6%

101.1%

96.6%

99.3%

共済金額 支払共済金
7,758,236円

134,696,426円
492,295,400円

811,715円
10,054,320円
251,074,942円
15,460,913円

前年比

93.8%

ー

90.8%

74.3%

99.1%

97.1%

105.4%

前年比

3,387,144千円
2,299,941千円
4,372,500千円
11,545千円

2,599,525千円
402,590,720千円
2,095,200千円

355,035ａ
32,683頭
84,307ａ
5,547ａ
2,530棟
35,929棟
1,948台

3,399,447千円
2,547,945千円
3,481,230千円
11,664千円

2,746,251千円
404,440,000千円
2,086,560千円

収入
の部
940,395
（千円）

受取補助金
532,689

事務費賦課金
46,758

受託収入
33,995

損害防止収入
9,750

前期繰越業務残金
9,000その他

36,821

受取利息
84,087

事業勘定受入
187,295 人件費

575,798

業務費
72,200

普及推進費
87,401

施設費
65,885

事務費
46,298

損害防止費
28,900

諸税負担金
17,115

旅費交通費
7,626
損害評価費

5,551
その他
33,621

支出
の部
940,395
（千円）

ひ
ょ
う
害

　
５
月
４
日
、
12
日
、
６
月
12
日
、

20
日
、
７
月
23
日
、
８
月
９
日
の

６
回
に
わ
た
る
降
ひ
ょ
う
に
よ
り
、

ブ
ド
ウ
・
モ
モ
・
ス
モ
モ
に
傷
果

が
発
生
。

【農業保険加入推進会議（2019年 10月 4日）】
関係機関と連携して収入保険制度や農業共済制
度を普及推進しています
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通常総代会

　
農
業
共
済
事
業
の
発
展
と
組
合
運
営
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
４
団
体
お
よ
び
61
名
の
方

々
の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
は
心
か
ら
感
謝
し
、
お
祝
い
申
し
上

げ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

事
業
推
進
功
績
者
表
彰

農
業
共
済
事
業
を
大
き
く
伸
長

さ
せ
る
な
ど
、
事
業
推
進
に
著

し
く
貢
献
し
た
団
体
・
個
人

団
体
の
部

　
岡
部
地
区
共
済
部
長
協
議
会

　
　
　
　
　
　
（
中
央
支
所
）

　
東
雲
地
区
共
済
部
長
協
議
会

　
　
　
　
　
　
（
中
央
支
所
）

　
大
草
桃
部
会

　
　
　
　
　
　
（
北
部
支
所
）

　
勝
山
地
区
共
済
部
長
協
議
会

　
　
　
　
　
　
（
富
士
支
所
）

個
人
の
部

　
手
塚
　
英
男

　
　
　
（
南
ア
ル
プ
ス
支
所
）

退
任
役
員
表
彰

退
任
し
た
組
合
長
・
理
事
・
監

事　
手
塚
　
巖

　
荻
野
　
勇
夫
（
故
）

　
三
森
　
一
雄

　
丹
澤
　
忠
行

　
柴
田
　
武
洋

　
佐
藤
　
鎭
平

　
花
形
　
満
寛

退
任
共
済
部
長
等
表
彰

在
職
９
年
以
上
で
退
任
し
た
共

済
部
長
・
総
代
・
損
害
評
価
会

委
員
・
損
害
評
価
員
等

中
央
支
所

　
池
谷
　
富
士
子

　
樋
口
　
裕
彦

　
臼
井
　
克
己

　
田
中
　
文
麿

　
佐
野
　
芳
博

　
米
永
　
皓
四

　
森
沢
　
聰
一
郎

南
ア
ル
プ
ス
支
所

　
有
泉
　
俊
博

　
丹
澤
　
逞
明

　
飯
窪
　
啓
祐

　
深
澤
　
学

　
望
月
　
作
太
郎

北
部
支
所

　
守
屋
　
安
男

　
橋
本
　
忠
徳

　
鈴
木
　
勝
身

　
藤
原
　
廣
吉

　
日
向
　
定
知

　
藤
原
　
金
治

　
白
倉
　
一
喜

　
矢
崎
　
茂
和

　
藤
原
　
源
信

　
大
輪
　
勇
雄

富
士
支
所

　
田
辺
　
宣
江

　
渡
辺
　
康
幸
（
故
）

　
柏
木
　
孝
次

　
権
正
　
敬
之

　
宮
下
　
洋
一

　
宮
下
　
信
雄

　
加
々
見
　
郷
一
郎

　
羽
田
　
好
一

　
小
俣
　
昌
一

　
亀
田
　
一
美

　
鈴
木
　
有
一

　
平
井
　
貞
一
（
故
）

　
山
下
　
正
行

　
多
賀
井
　
左
敬

　
水
越
　
薫

　
上
條
　
公
仁

　
尾
形
　
和
正

　
尾
形
　
美
登

　
降
矢
　
進
勇

　
長
田
　
義
廣

　
長
田
　
恒
男

　
中
村
　
義
孝

　
林
　
満

　
在
原
　
東
視

　
流
石
　
丈
夫

　
在
原
　
千
男

退
職
職
員
表
彰

組
合
に
10
年
以
上
勤
務
し
、
退

職
し
た
職
員

　
大
森
　
強

　
駒
井
　
博
文

　
岡
田
　
喜
代
司

永
年
勤
続
職
員
表
彰

組
合
に
25
年
以
上
勤
務
し
、
勤

務
成
績
優
秀
な
職
員

　
長
田
　
公
文

　
窪
田
　
勉

事
業
運
営
・
推
進
に
尽
力

―
農
業
共
済
功
績
者
表
彰―

新型コロナウイルスの拡大防止のため表彰式は割愛し、賞状
と記念品をお届けしました

　
「
昨
年
は
モ
モ
の
せ
ん
孔
細
菌
病
や

降
ひ
ょ
う
で
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し

た
。果
樹
共
済
に
加
入
し
て
い
て
よ
か
っ

た
で
す
」
と
話
す
髙
野
さ
ん
ご
夫
妻
。

モ
モ
、
ブ
ド
ウ
を
栽
培
し
て
主
に
宅
配

で
販
売
す
る
と
と
も
に
、
フ
リ
ー
ズ
ド

ラ
イ
フ
ル
ー
ツ「
エ
ア
リ
ー
フ
ル
ー
ツ
」

の
加
工
・
販
売
を
手
掛
け
て
い
ま
す
。

　
当
初
、
農
業
を
継
ぐ
気
は
な
か
っ
た

と
い
う
弘
法
さ
ん
。「
お
客
さ
ん
に『
髙

野
さ
ん
の
フ
ル
ー
ツ
は
お
い
し
い
ね
』

と
言
わ
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
果

物
の
価
値
を
再
認
識
し
ま
し
た
。
経
験

は
ま
っ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
た
の
は
妻
が
後
押
し

し
て
く
れ
た
お
か
げ
で
す
」
と
就
農
の

い
き
さ
つ
を
話
し
ま
す
。

　
埼
玉
県
出
身
の
妻
の
里
佳
さ
ん
は
、

「
田
畑
の
あ
る
地
域
で
育
っ
た
の
で
、

自
然
と
触
れ
合
う
の
が
好
き
で
、
虫
も

平
気
で
す
。
初
め
て
山
梨
を
訪
れ
た
際

に
は
、
ち
ょ
う
ど
桃
の
花
が
満
開
で
一

面
ピ
ン
ク
に
染
ま
っ
て
い
る
風
景
を
見

て
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
」
と
い
い
、

農
業
を
や
る
と
い
う
弘
法
さ
ん
に
「
い

い
ね
」
と
言
っ
た
そ
う
で
す
。

　
（
株
）T

akanoFarm

を
設
立
し
て

加
工
品
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
自
家
産

の
モ
モ
や
ブ
ド
ウ
を
フ
リ
ー
ズ
ド
ラ
イ

け
ん
か
す
る
こ
と
も
多
い
け
ど
、

お
互
い
に
理
解
を
深
め
、
末
永
く

よ
ろ
し
く
。

や
り
た
い
こ
と
に
向
か
っ
て
突
き

進
ん
で
ほ
し
い
。
こ
ち
ら
こ
そ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

加
工
し
、一
年
中
味
わ
え
る「
エ
ア
リ
ー

フ
ル
ー
ツ
」
を
開
発
し
ま
し
た
。
必
要

な
設
備
は
、
補
助
金
や
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
で
資
金
を
集
め
た
そ
う
で

す
。加
工
は
主
に
里
佳
さ
ん
が
担
当
し
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
販
売
し
て
い
ま

す
。
農
閑
期
で
も
エ
ア
リ
ー
フ
ル
ー
ツ

の
販
売
や
、
販
路
拡
大
の
商
談
や
Ｐ
Ｒ

の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
多
忙
で
す
。

「
め
っ
た
に
旅
行
も
で
き
な
い
の
で
、

商
談
や
イ
ベ
ン
ト
の
空
き
時
間
に
は
観

光
し
た
り
し
て
家
族
旅
行
を
兼
ね
て
い

ま
す
」
と
の
こ
と
。

　
弘
法
さ
ん
は
「
子
供
が
一
人
い
ま
す

が
、こ
の
子
が
大
き
く
な
っ
た
時
に『
継

ぎ
た
い
』
と
思
っ
て
く
れ
る
よ
う
な
経

営
を
し
た
い
で
す
ね
。エ
ア
リ
ー
フ
ル
ー

ツ
を
通
じ
て
少
し
で
も
地
域
の
Ｐ
Ｒ
と

活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
に
頑
張
っ
て

い
き
た
い
で
す
」と
今
後
の
目
標
を
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

子供が『継ぎたい』
農業を目指して

農業保険に加入してがんばっている
農家さんをご紹介します。

ホワイトデーや母の日の
プレゼントとして好評

(株)TakanoFarm経営

髙野弘法さん（32）  里佳さん（33）
モモ50a ブドウ40a

たか     の ひろ    のり り　　か
エアリーフルーツ

お
互
い
に
一
言

新コーナ
ー！！

里佳さん 弘法さん
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収
入
保
険
制
度
開
始
後
初
め
て
の
支
払
い
へ

収入保険制度収入保険制度

　
収
入
保
険
の
補
て
ん
金
の
支
払
い
が
始
ま
り
ま
し
た
。
制
度
開
始
初
年
度
の
状
況
を
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

つ
な
ぎ
融
資
も
好
評
で
す

　
保
険
期
間
中
に
支
払
い
が
で
き
る「
つ

な
ぎ
融
資
」
で
は
、
９
戸
に
対
し
て
約

１
，
５
０
０
万
円
の
融
資
を
行
い
ま
し

た
。
（
つ
な
ぎ
融
資
の
金
額
は
、
補
て

ん
金
と
相
殺
さ
れ
ま
す
）

２
０
２
０
年
度
は
加
入
者
が
増
加

　
制
度
の
周
知
が
進
み
、
２
０
２
０
年

度
は
５
２
２
戸
が
加
入
し
て
い
ま
す
。

（
６
月
15
日
現
在
）

　
秋
に
は
２
０
２
１
年
度
の
加
入
申
請

が
始
ま
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
加
入
を
ご

検
討
く
だ
さ
い
。

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
が
原
因
で

　
収
入
が
減
少
し
た
場
合
も
収
入
保
険
の
対
象

　
に
な
り
ま
す
か
？

　
　
補
償
の
対
象
に
な
り
ま
す
！

　
・
直
売
所
の
客
が
減
り
、売
り
上
げ
が
下
が
っ

　
　
た
。

　
・
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
で
出
荷
で
き
な
か
っ
た
。

　
・
労
働
力
が
確
保
で
き
ず
、
栽
培
を
中
止
。

※

法
人
は
事
業
開
始
月
ご
と
に
加
入
す
る
た
め
、

　総
代
会
の
実
績
と
は
差
異
が
あ
り
ま
す
。

加入
加入経営体数

基準収入金額

支払経営体数

補てん金（積立金・保険金）

267戸

3,083,483千円

78戸

91,083千円
支払

（2020年６月15日現在）

　個人・法人を合わせて267
戸の加入がありました。加入
経営体の経営品目は半数以上
が果実で、次いで野菜・米と
なっています。９割が個人農
業者でした。

　収入減少による支払いは78戸で、
主な要因は、果実で凍霜害、病害
（モモせん孔細菌病）、ひょう害
などが発生したことから、気象災
害・病虫害がほとんどを占めまし
た。
　米・野菜等では取引単価の低下
も要因となりました。

加入経営体の経営品目の割合

収入減少の要因別件数（延）

気象災害
172件

病虫害
112件

果実
62.5%

野菜
28.9%

米
5.0%

いも類
0.8%

花き
0.8%

麦類
0.7%

その他
1.3%

鳥獣害
3件

その他 数量減少
1件

価格低下
9件

　
昨
年
は
３
回
の
降
ひ
ょ
う
、
モ
モ
の

せ
ん
孔
細
菌
病
の
発
生
で
大
き
な
被
害

を
受
け
ま
し
た
。
昨
年
産
ま
で
は
果
樹

共
済
に
加
入
し
て
い
て
、
ち
ょ
う
ど
特

定
危
険
方
式
か
ら
総
合
短
縮
方
式
へ
移

行
し
た
年
だ
っ
た
の
で
、「
良
か
っ
た
」

と
思
っ
た
の
と
同
時
に
、
「
こ
れ
か
ら

も
こ
う
い
っ
た
異
常
気
象
に
よ
る
被
害

が
続
く
の
で
は
な
い
か
」
と
不
安
を
感

じ
、
令
和
２
年
産
か
ら
収
入
保
険
に
移

行
し
ま
し
た
。

ケ
ガ
や
病
気
、
価
格
低
下
も
対
象

　
自
然
災
害
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
ケ

ガ
や
病
気
、
価
格
の
低
下
に
よ
る
収
入

減
少
は
専
業
農
家
と
し
て
取
り
組
む
上

で
一
番
心
配
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

実
際
、
過
去
に
妻
が
農
作
業
中
の
事
故

で
入
院
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。私
も
、

ケ
ガ
を
し
て
思
う
よ
う
に
作
業
が
で
き

な
か
っ
た
こ
と
や
、
出
荷
は
で
き
て
も

被
害
が
原
因
で
等
級
が
落
ち
て
価
格
が

下
が
っ
て
し
ま
っ
た
な
ど
の
経
験
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
収
入
減
少
も
補

償
対
象
に
な
る
の
が
収
入
保
険
に
移
行

し
た
決
め
手
で
し
た
。

安
心
し
て
農
作
業
に
専
念
で
き
る

　
い
つ
ど
ん
な
災
害
が
起
き
て
も
お
か

し
く
な
い
中
、
農
業
保
険
で
リ
ス
ク
に

備
え
る
こ
と
は
、
生
命
保
険
や
自
動
車

保
険
に
加
入
す
る
の
と
同
じ
く
ら
い
必

要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
収
入
が
減
少

す
る
か
ど
う
か
は
最
後
ま
で
分
か
り
ま

せ
ん
が
、
加
入
し
た
こ
と
で
精
神
的
な

負
担
も
な
く
な
り
安
心
し
て
農
作
業
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

生
命
保
険
や

自
動
車
保
険
と
同
じ

　
２
０
１
９
年
度
の
収
入
は
、
ト
マ
ト

の
価
格
低
下
で
２
割
ほ
ど
下
が
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
現
在
補
て
ん
金
の
支
払

い
手
続
き
を
し
て
い
ま
す
。
施
設
園
芸

は
設
備
投
資
を
し
て
い
る
の
で
、
収
入

が
減
る
と
い
う
こ
と
は
経
営
上
の
大
き

な
リ
ス
ク
で
す
。
収
入
保
険
に
加
入
し

て
い
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

営
農
計
画
で
基
準
収
入
を
設
定

　
今
後
も
規
模
拡
大
を
し
て
い
く
つ
も

り
な
の
で
、
実
績
だ
け
で
な
く
、
営
農

計
画
で
基
準
収
入
を
設
定
で
き
る
と
こ

ろ
が
加
入
の
決
め
手
で
し
た
。

　
保
険
料
等
は
合
計
で
３
０
０
万
円
弱

に
な
り
ま
す
。負
担
感
は
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
規
模
拡
大
す
る
と
も
っ
と
高

額
に
な
る
の
で
、
ま
だ
規
模
が
小
さ
い

今
の
う
ち
に
加
入
し
て
、
保
険
料
を
下

げ
て
い
け
た
ら
い
い
な
と
考
え
て
い
ま

す
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
収
入
減
少
も
対
象

　
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
農
業
者
の
た
め

の
保
険
」
と
い
う
幅
広
い
内
容
の
収
入

保
険
が
、
ま
さ
に
自
分
に
合
っ
て
い
る

な
と
思
い
ま
し
た
。
今
後
、
何
ら
か
の

要
因
で
収
入
減
少
が
起
こ
る
こ
と
は
あ

り
得
ま
す
。
同
じ
商
品
で
も
出
荷
時
期

や
出
荷
先
に
よ
っ
て
価
格
は
違
い
ま
す

し
、
実
際
に
今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
で
東
京
の
商
談
が
ス
ト
ッ

プ
し
、
販
路
拡
大
の
営
業
が
で
き
な
く

な
り
ま
し
た
。
農
業
で
起
業
す
る
方
に

は
ぜ
ひ
と
も
お
す
す
め
し
た
い
保
険
で

す
ね
。

幅
広
い
補
償
が

自
分
に
ピ
ッ
タ
リ

表）山梨県の2019年度収入保険実績（保険期間の開始が 2019 年１月から 12月の加入分）

加入者の
収入保険に加入している農業者の
「生」の声をお届けします！

収 入 保 険
声

加入者の
収入保険に加入している農業者の
「生」の声をお届けします！

収 入 保 険
声

果樹専業農家。笛吹市八代町竹居地区でモ
モ 100ａ、ブドウ 50ａを栽培。

2014年に法人を設立して就農。68ａのハウス８
棟でトマトを主力に、イチゴ、ブルーベリー、レ
モンを栽培。

竹内基美さん （72）

米田茂之代表 （39）
農業生産法人株式会社リコペル

収
入
保
険

収
入
保
険
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【
被
害
申
告
】

　
農
家
本
人
が
被
害
申
告
を
し
ま
す
。

（
地
区
の
共
済
部
長
さ
ん
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
）

【
現
地
調
査
】

　
損
害
評
価
員
が
申
告
の
あ
っ
た
耕
地
の

中
か
ら
任
意
に
抽
出
し
て
、
検
見
に
よ
り

収
穫
量
を
調
査
し
ま
す
。

【
抜
取
調
査
】

　
地
区
間
の
均
衡
を
図
る
た
め
、
組
合
職

員
と
損
害
評
価
会
委
員
が
、
実
測
に
よ
り

抜
取
調
査
を
行
い
ま
す
。
必
要
に
応
じ
て
、

更
に
調
整
班
に
よ
る
抜
取
調
査
を
行
い
ま

す
。

【
損
害
評
価
会
の
審
査
】

　
組
合
は
、
調
査
結
果
に
基
づ
い
た
損
害

高
を
損
害
評
価
会
に
諮
問
し
、
答
申
を
受

け
ま
す
。

【
農
林
水
産
省
の
審
査
】

　
損
害
評
価
会
の
答
申
を
受
け
た
後
、
損

害
高
を
農
林
水
産
省
へ
提
出
し
、
審
査
、

認
定
を
受
け
ま
す
。

【
共
済
金
の
お
支
払
い
】

　
12
月
頃
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

見
込
収
穫
量
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

水
稲
共
済
被
害
申
告

対
象
と
な
る
災
害
は
？

ど
ん
な
と
き
に
申
告
す
る
の
？

　
加
入
耕
地
全
体
で
２
割
以
上
の
減

収
が
見
込
ま
れ
る
場
合
は
、
必
ず
収

穫
前
に
被
害
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※

一
筆
ご
と
に
５
割
以
上
の
減
収
が
見
込
ま

　
れ
る
場
合
に
も
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
風
水
害
な
ど
の
自
然
災
害
、火
災
、

病
虫
害
及
び
鳥
獣
害

※

防
除
用
薬
剤
の
薬
害
に
よ
る
被
害
は
対
象

　
と
な
り
ま
せ
ん
。

共
済
金
の
お
支
払
い
ま
で

イノシシによる獣害

※様式は変更になる可能性があります。

「損害通知書兼野帳」記入例

被
害
申
告
の
手
順

１
．
共
済
部
長
（
損
害
評
価
員
）
さ

　
　
ん
が
「
損
害
通
知
書
兼
野
帳
」

　
　
と
「
被
害
表
示
の
立
札
」
を
配

　
　
布
し
ま
す
。

２
．
損
害
通
知
書
兼
野
帳
は
、
必
要

　
　
事
項
を
記
載
し
て
、
す
ぐ
に
共

　
　
済
部
長
さ
ん
へ
提
出
し
て
く
だ

　
　
さ
い
。

　
　※

損
害
通
知
書
兼
野
帳
は
、
記
入
例
を

　
　
参
考
に
「
組
合
員
等
記
入
日
」
「
災
害

　
　
の
発
生
月
日
」
「
災
害
の
種
類
」
「
申

　
　
告
収
穫
量
」を
記
載
し
、押
印
し
ま
す
。

３
．
立
札
は
、
耕
地
ご
と
に
切
り
離

　
　
し
て
、
稲
を
搬
出
す
る
ま
で
よ

　
　
く
見
え
る
よ
う
に
、
被
害
耕
地

　
　
に
立
て
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

無被害の耕地には
「被害なし」と記入します。

耕地ごとの
「見込収穫量」を
記入します。

共
済

今からできる台風対策

（単位：万円）

令和元年10月
台風19号

万一の場合は

契約内容の再確認を！

住宅はもちろん、農作業場・倉庫・蔵や納屋など、加入し忘れている建物はありませんか？
ＮＯＳＡＩの建物共済は１年間の掛け捨てで、再取得価額まで補償します。

住宅も定期的な
メンテナンスが
必要です。屋根
に上がるのは危
険なので、専門
の業者に依頼し
ましょう。

雨樋や、バルコニーの排水溝な
どが詰まっていると雨漏りの原
因になります。

必ず雨戸を閉めましょう。ない
場合にはダンボールなどで補強
します。ガラスの飛散防止には、
テープが有効
です。

　建物共済には「火災共済」と「総合共済」が
あります。台風による暴風雨の被害など、自然
災害が対象になるのは「総合共済」です。お手
元に届いている建物共済証券の「共済の種類」
をご確認ください。「火災共済」のみに加入の
場合は、台風で被害があっても補償ができませ
ん。

加入金額は足りていますか？

台風被害の場合の共済金は、次のとおりです。

　　　　　　　　　　　　　　
加入金額が少ないと、十分な補償になりません
ので、再取得価額いっぱいまでの加入をおすす
めします。※再取得価額…同等の建物を新しく建築する場合に必要な金額

年度

平成30年度

令和元年度

合計

35,499

 25,107

7,314

6,191
28,185

18,916

（うち台風）

24,010

16,291

火災等 自然災害

台風
1,092

その他の
自然災害
147

火災等
213

建物共済支払共済金 過去２カ年の
災害別件数平成30年9月

台風21号・24号

屋根や壁の点検 雨樋・排水溝の掃除 窓ガラス対策！

ＮＯＳＡＩの建物共済

（損害額－１万円）×
加入金額
再取得価額

もうすぐ台風シーズン！
住宅 を点検して災害に
備えましょう！
　台風の上陸数が少ない山梨県でも、最近は２年連続で大型の台風が襲来し、
住宅などに多くの被害が発生しています。住宅や物置などの点検をして、台風シーズンに備えましょう。

新規加入や契約内容の見直しなどは、
お気軽に最寄りの支所までご相談ください。
職員がていねいにご説明し、手続きをサポートします。

お問い合わせ
中央支所　　　　0553-22-5056
南アルプス支所　055-282-0443
北部支所　　　　0551-23-1111
富士支所　　　　0554-45-6611
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土
づ
く
り
と
環
境
に
や
さ
し
い
施
肥

へ
お
役
立
て
い
た
だ
く
た
め
、
本
年
度

も
土
壌
診
断
を
実
施
し
ま
す
。

【
診
断
対
象
と
な
る
土
壌
】

　
果
樹
・
麦
・
水
稲
・
大
豆
の
各
共
済

に
加
入
し
て
い
る
圃
場

※

収
入
保
険
に
移
行
し
た
品
目
も
対
象
に
な
り

　ま
す
。

【
申
込
期
間
】

　
令
和
２
年
８
月
〜
11
月
末
ま
で

【
診
断
料
】

　
土
壌
１
点
当
た
り
２
０
０
円

　
（
果
樹
は
無
料
）

【
採
取
時
期
等
】

　
診
断
用
の
土
壌
は
、
収
穫
後
か
ら
施

肥
前
ま
で
に
採
取
し
ま
す
。

　
採
取
量
は
、
１
つ
の
圃
場
に
つ
き
約

５
０
０
ｇ
で
す
。
数
カ
所
か
ら
均
一
に

採
っ
て
混
ぜ
て
く
だ
さ
い
。

　
土
の
採
取
方
法
や
提
出
方
法
な
ど
は
、

お
近
く
の
支
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
水
稲
の
安
定
し
た
品
質
の
維
持
を
目

指
す
組
合
員
さ
ん
の
お
手
伝
い
と
し
て
、

食
味
診
断
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
水
稲
共
済
加
入
者
も
し
く
は
水
稲
共
済
か
ら

　収
入
保
険
へ
移
行
し
た
方
が
対
象
で
す
。

※

分
析
作
業
は
、
北
部
支
所
と
富
士
支
所
で
行

　い
ま
す
の
で
、
中
央
支
所
・
南
ア
ル
プ
ス
支

　所
へ
お
申
し
込
み
の
場
合
は
、
多
少
お
時
間

　を
い
た
だ
き
ま
す
。

【
ご
用
意
い
た
だ
く
も
の
】

　
玄
米
３
０
０
ｇ
程
度

　
（
富
士
支
所
は
精
米
で
も
可
）

【
診
断
料
】

　
１
点
当
た
り
２
０
０
円

お
申
し
込
み
な
ど
は
、
お
近
く
の
支
所

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
令
和
２
年
度
を
も
ち
ま
し
て
、
無
事

戻
し
制
度
が
終
了
に
な
り
ま
す
。

　
本
年
度
の
支
払
対
象
者
は
、
過
去
３

カ
年
連
続
し
て
加
入
実
績
が
あ
り
、
被

害
に
遭
わ
な
か
っ
た
（
被
害
が
か
な
り

小
規
模
で
あ
っ
た
）
方
で
す
。

損
害
防
止
事
業

!

土壌の分析後、「土壌診断書」をお渡しします。
施肥の参考にしてください

食味計と穀粒判別機
を使用して測定し、
結果は品質評価票に
まとめてお渡ししま
す

  

水
稲
食
味
診
断

お問い合わせ

富士吉田市、都留市、大月市、上野原市、道志村、
西桂町、忍野村、山中湖村、鳴沢村、富士河口湖町、
小菅村、丹波山村

富士支所　0554-45-6611

南アルプス市、中央市、市川三郷町、早川町、身延町、
南部町、富士川町、昭和町

南アルプス支所　055-282-0443

韮崎市、北杜市、甲斐市

北部支所　0551-23-1111

中央支所　0553-22-5056
甲府市、山梨市、笛吹市、甲州市

  

無
事
戻
し
を
終
了
し
ま
す

全
共
済
共
通

  
土
壌
診
断

お し ら せ

職員を募集します！職員を募集します！
令和３年度採用 NOSAIのキャラクター

https://www.nosai-yamanashi.or.jp

採用予定人数

４名

職務内容

農業保険法に基づく
農業保険事業の各業務

給与並びに処遇

本組合職員給与規則に
より処遇
（山梨県職員給与に準じます）

応募資格（要 普通自動車運転免許）

　
　
   

受付期間

令和２年７月31日（金）まで

書留郵便による郵送のみ
受け付けます。

一次選考（筆記試験・小論文・適性検査）

令和２年８月22日（土）
※二次選考以降の予定・詳細は、
ＮＯＳＡＩ山梨ホームページを
確認してください。

短期大学・専修学校卒
平成５年４月２日以降に生まれた方
大学卒
平成３年４月２日以降に生まれた方

大学院卒（修士課程）
平成元年４月２日以降に生まれた方
大学院卒（博士課程）
昭和61年４月２日以降に生まれた方

※令和３年３月卒業見込みを含みます
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適
切
な
水
管
理
で
健
全
な
生
育
環
境
を
！

技
術
顧
問

　竹
丘

　守

技
術
情
報

農
業

水
稲
水
稲

　水
稲
は
そ
の
名
が
示
す
よ
う
に
、
水

と
の
関
係
が
深
い
作
物
で
す
。
そ
こ
で

今
回
は
、
水
の
管
理
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。

　

　田
植
え
か
ら
収
穫
ま
で
の
一
般
的
な

水
管
理
を
【
図
：
水
管
理
の
イ
メ
ー
ジ
】

に
示
し
ま
し
た
。
特
に
心
が
け
て
い
た

だ
き
た
い
の
が
、「
根
の
活
力
維
持
」

と
「
穂
の
保
護
」
に
関
わ
る
管
理
で
す
。

水
稲
の
安
定
生
産
に
向
け
、
適
切
な
水

管
理
で
健
全
な
生
育
環
境
を
築
き
ま
し
ょ

う
。

根
の
活
力
維
持

▲
問
題
点
：
湛
水
状
態
が
続
く
と
、
酸
素

　
不
足
や
有
害
物
質
（
硫
化
水
素
や
有
機

　
酸
な
ど
）
の
蓄
積
が
起
こ
り
、
根
の
発

　
達
や
養
分
吸
収
を
阻
害
す
る
。

〇
対
策
：
田
植
後
35
日
頃
を
目
安
に
、
小

　
さ
な
ひ
び
割
れ
が
で
き
る
程
度
に
中
干

　
を
行
う
。
そ
の
後
、
間
断
か
ん
が
い※

　 

を
行
っ
て
、
土
壌
中
に
酸
素
を
供
給
す

　
る
。

※

間
断
か
ん
が
い
：
湛
水
（
水
を
満
た
し
た
状
態
）

　
と
落
水
を
数
日
ご
と
に
繰
り
返
す
方
法

※

１
（
出
穂
前
に
低
温
の
場
合
）

幼
穂
形
成
期
は
低
温
に
よ
る
障
害
を
受
け

や
す
く
、
特
に
出
穂
前
10
日
頃
低
温
に
遭

遇
す
る
と
、
不
稔
が
多
発
す
る
。
可
能
な

限
り
深
水
（
止
水
）
に
し
て
、
幼
穂
を
保

護
す
る
。

※

２
（
出
穂
後
に
高
温
の
場
合
）

出
穂
期
以
降
、
高
温
が
続
く
と
「
白
未
熟

粒
」の
増
加
な
ど
品
質
が
低
下
す
る
た
め
、

か
け
流
し
や
夜
間
に
か
ん
水
を
行
っ
て
、

地
温
を
下
げ
、
稲
体
を
冷
や
す
。

活着幼穂形成期出穂期登熟期

田
植

田
植
後
35
日

出
穂
前
30
日

出
穂
後
30
日

刈
取
り

出
穂

開
花

深水

浅水中干間断かんがい間断かんがい

落水

やや深水

２カ月の試し読みから始めてみませんか？

年間購読料 5,520円毎週水曜日発行

ＮＯＳＡＩ山梨広報係　ＴＥＬ055-228-4711　https://www.nosai-yamanashi.or.jp

生産現場のアイデアが満載

分かりやすい農政解説

NOSAI の仕組みが分かる

身近な話題が豊富

農業共済新聞を、２カ月無料で
ご自宅や職場へ郵送します。
お申し込みは、ＮＯＳＡＩ山梨へ。
ホームページでも受け付けています。

※1
※2

分げつ期

【図：水管理のイメージ】

穂
の
保
護

▲
問
題
点
：
出
穂
、
開
花
期
間
は
最
も

　
水
分
を
必
要
と
す
る
時
期
で
、
出
穂

　
直
後
の
穂
は
物
理
的
な
傷
を
受
け
や

　
す
い
。

〇
対
策
：
出
穂
前
後
は
、
や
や
深
水
に

　
し
て
湛
水
状
態
を
保
つ
。
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①「生きる化石」と呼ばれる魚。
⑤石や岩の多い波打ちぎわのこと。
⑥○○色が悪いけど大丈夫？
⑧旅行のとき助かります。
⑩義務の対義語。
⑪2本の竹で歩ける？
⑬敬称の 1つ。
⑭布・網・紙などに通して、かすや不純物
　を取り除く。
⑮お蚕さんの好物です。
⑱定期試験。中間の次は・・・。
⑲今年の夏は短いという話も。

清水はつ美さん（甲府市）/佐藤晴美さん（都留市）/雨宮まゆみさん（山梨市）/松永羊子さん（韮崎市）/宮田いづみさん（韮崎市）/後藤まり子さん（南
アルプス市）/小林和子さん（南アルプス市）/笹本陽子さん（南アルプス市）/五味賢昭さん（北杜市）/辻俊彦さん（北杜市）/横森俊司さん（北杜市）/
望月隆さん（甲斐市）/志村茂さん（上野原市）/伊藤進さん（市川三郷町）/佐野京子さん（身延町）/幡野幸子さん（身延町）/鍋田悟さん（南部町）/深
沢セツ子さん（富士川町）/保坂洋さん（富士川町）/秋山一博さん（昭和町）

①早く終息してください。
②自分にしっかりとした考えがなく、他人の言動に
　すぐ同調する。不和○○○○。
③○○化が進み、限界集落に。
④強烈なニオイで敵を撃退。
⑦来年は開催してほしい。
⑨新鮮な魚が泳ぐ。
⑫暗○○、天○○、○○の内
⑯ちゃんと前を見て運転して！
⑰夏の夜でもぐっすり眠れる。

タ
テ
の
カ
ギ

ヨ
コ
の
カ
ギ

正解した方の中から

抽選で２0名様にクオカード千円分を

プレゼントいたします。

ご応募お待ちしています！

赤枠の文字を並び替えて
答えを見つけてください！

春号のクロスワードパズルの答えは「オトモダチ」でした。たくさんのご応募をありがとうございました。

　
は
が
き
又
は
メ
ー
ル
に
①
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド

答
え
②
氏
名
③
郵
便
番
号
④
住
所
⑤
年
齢
⑥

性
別
⑦
電
話
番
号
⑧
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
や
広
報
紙

へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想
・
ご
要
望
な
ど
を
ご

記
入
の
う
え
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

●
締
め
切
り

　
令
和
２
年
9
月
30
日
（
当
日
消
印
有
効
）

●
応
募
先

　
〒
４
０
０-

０
０
３
４

　
山
梨
県
甲
府
市
宝
１
丁
目
21-

20

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
山
梨
広
報
係

　
　hon@

nosai-yam
anashi.or.jp

当選おめでとう
ございます！
当選おめでとう
ございます！

ＮＯＳＡＩ
トーク

クイズの答えと一緒に寄せられた
ご意見・ご感想の一部をご紹介します。

　峡東地域は風が強く、春号をゆっ
くり読ませていただきました。これ
からぶどうの新品種の導入に向け頑
張ります。　（山梨市　60 代男性）

　自分も 40 代から農業を始めまし
たが、若い世代の方の記事が載ると
参考になりますし、元気をいただけ
ます。　　　（北杜市　40 代女性）

　春号表紙の渡辺さんのように若い
方が農業を継いでいってくれるとよ
いと思います。農業が、家族労働で
はなく成り立つ経営ができているこ
とにも希望を感じます。
　　　　　（富士川町　70 代女性）

　我が家では少しの畑を作っていま
すが、おうち野菜はとても参考にな
りいつも同じように植えています。
今回のごぼうの味噌漬けをさっそく
ためしています。
　　　　　　（大月市　60 代女性）

NOSAI T
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vol.16

よ
だ
れ

15 14

園
芸
研
究
家

　牛
村

　明
雄

牛
村
先
生
の
畑
か
ら
、

家
庭
菜
園
に
役
立
つ
ポ
イ
ン
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
梅
雨
が
明
け
て
夏
が
本
格
化
す
る
と
、

往
診
依
頼
が
急
増
す
る
の
が「
熱
中
症
」

で
す
。
ご
存
じ
の
と
お
り
、
牛
は
暑
さ

が
と
っ
て
も
苦
手
。

　
扇
風
機
や
ミ
ス
ト
噴
霧
、
遮
光
カ
ー

テ
ン
の
設
置
な
ど
、
農
家
の
皆
さ
ん
は

さ
ま
ざ
ま
な
暑
熱
対
策
を
し
て
く
だ
さ

い
ま
す
が
、
急
な
気
温
の
上
昇
や
湿
度

が
関
与
し
て
、
毎
年
熱
中
症
に
な
っ
て

し
ま
う
牛
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
熱
中
症
に
な
る
と
、
牛
の
体
温
は
著

し
く
上
昇
、
口
を
開
け
て
、
涎
を
出
し

な
が
ら
、
苦
し
そ
う
に
早
い
呼
吸
を
し

ま
す
。
こ
う
し
た
状
態
で
は
、
体
温
調

節
機
能
を
失
っ
て

ひ
ど
い
脱
水
（
電

解
質
の
喪
失
）
が

起
き
、
生
命
の
危

機
に
関
わ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　
こ
ん
な
時
は
ま
ず
は
応
急
処
置
。
牛

の
後
頭
部
か
ら
冷
水
を
か
け
、
数
分
し

た
ら
牛
体
の
後
方
へ
移
動
し
全
身
に
水

を
か
け
ま
す
。
牛
が
落
ち
着
い
た
ら
、

最
後
に
体
の
水
分
を
ふ
い
て
、
涼
し
い

風
を
当
て
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。こ
れ
で
、

獣
医
師
が
到
着
す
る
こ
ろ
に
は
、
落
ち

着
い
て
餌
を
食
べ
始
め
て
く
れ
る
な
ん

て
こ
と
も
。

　
牛
に
と
っ
て
少
し
で
も
快
適
な
夏
が

過
ご
せ
る
よ
う
に
、
牛
た
ち
の
観
察
と

配
慮
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

種
か
ら
楽
し
く
育
て
る
タ
マ
ネ
ギ

牛
だ
っ
て
熱
中
症
に
な
る

　
今
回
は
和
洋
中
い
ろ
い
ろ
な
料
理
に

大
活
躍
の
タ
マ
ネ
ギ
を
種
か
ら
育
て
て

み
ま
し
ょ
う
。

　
タ
マ
ネ
ギ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
図
の
と
お
り
で
す
。
９

月
中
下
旬
に
露
地
の
苗
床
に

播
種
し
ま
す
。
畝
を
作
り
、

３
㎝
の
深
さ
に
播
い
て
覆
土

し
、
軽
く
た
た
い
て
水
や
り

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
１
週
間
か
ら
10
日
で
発
芽

し
ま
す
。
芽
は
最
初
ク
サ
ビ

型
で
、
だ
ん
だ
ん
ま
っ
す
ぐ

に
な
り
ま
す
。
11
月
中
下
旬

頃
、草
丈
が
20
〜
25
㎝
で
定
植
し
ま
す
。

お
す
す
め
は
黒
マ
ル
チ
で
す
。

　
１
月
か
ら
３
月
の
間
に
２
〜
３
回
追

肥
を
し
ま
す
。
私
の
畑
で
は
ネ
ギ
類
は

消
毒
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
立

派
に
育
っ
て
い
ま
す
。

　
収
穫
は
６
月
頃
。
８
割
の
葉
が
倒
れ

た
ら
収
穫
目
安
で
す
。
晴
れ
の
日
に
収

穫
し
、
２
〜
３
日
地
干
し
す
る
と
い
い

で
す
。

　
さ
て
、
タ
マ
ネ
ギ
栽
培
の
お
楽
し
み

ポ
イ
ン
ト
を
３
つ
ご
紹
介
し
ま
す
。

①
い
ろ
い
ろ
な
品
種
を
試
す

　
私
は
赤
玉
１
種
、
黄
玉
３
種
、
合
計

４
品
種
く
ら
い
を
育
て
ま
す
。
極
早
生

品
種
で
あ
れ
ば
４
月
か
ら
新
玉
の
収
穫

が
で
き
ま
す
し
、
3
月
ま
で
貯
蔵
で
き

る
品
種
も
あ
り
ま
す
。

②
葉
も
お
い
し
い

　
新
タ
マ
ネ
ギ
は
、
葉
も
長
ネ
ギ
の
よ

う
に
料
理
に
使
用
で
き
ま
す
。

③
畝
と
マ
ル
チ
の
再
利
用

　
定
植
し
た
苗
が
ダ
メ
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
場
合
は
、
リ
ー
フ
レ
タ
ス
を
植
え
た

り
、
収
穫
後
は
そ
の
ま
ま
ト
ウ
ガ
ラ
シ

を
定
植
し
た
り
し
て
畝
と
マ
ル
チ
を
再

利
用
し
て
い
ま
す
。

家
畜
診
療
日
記

　毎
年
、
農
家
さ
ん
に
い
た
だ
く
夏
野
菜
の
お
か
げ
で
、
夏
を
健
康
に
過

ご
せ
て
お
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
体
だ
け
で
な
く
心
も
夏

バ
テ
し
な
い
よ
う
に
、
い
つ
も
前
向
き
に
パ
ワ
フ
ル
に
今
年
も
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

家
畜
診
療
所

　峡
北
連
絡
所

　獣
医
師

　堀
江
未
沙
子

黒マルチは雑草対策に有効です

収穫後は、軒下に吊るして貯蔵

極早生の「スパート」、3月まで貯蔵できる「ネ
オアース」、味がよく大きい「アトン」、色が
鮮やかな「赤玉の極み」はおすすめの品種

播種 定植 収穫 貯蔵

【図：タマネギの標準栽培スケジュール】
9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

2～3回追肥

大きいトウガラシの場合

鷹の爪の場合

収穫後の再利用

空きスペースに追肥します

快適な湿度と温度だと
ぐっすり快眠！

扇風機で暑熱対策。牛も笑顔
です



旬をおいしく！
農菜レシピ トマトと豆腐の煮込み

①豆腐は３センチ角に切り、塩水（水２カップ
　に塩小さじ１）に浸ける。

②トマトは皮を湯むきして３センチ角に切る。

③なべにＡ、干しエビ、水切りした豆腐、 ②の
　トマトを入れて２分ほど煮る。

④器によそい、刻んだ青ネギ、粗びきコショウ
　をかける。

①ヘタをとり、反対側に十字の切り込みを入れる。
②小なべにお湯を沸かし、沸騰したらトマトを入れる。
③10秒くらいでトマトを裏返し、火を止め、水に取る。
④水の中で皮をむく。

＊作り方＊

トマトの湯むき

向山美和子の料理教室
向山美和子先生

子どももお年寄りも男性も、
みんなが集える教室

煮崩れ防止！

冷製の場合は塩を少なめにしてね。
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北
杜
市
小
淵
沢
町
で
有
機
野
菜
を
栽

培
す
る
富
岡
さ
ん
ご
夫
妻
。
40
品
目
90

品
種
を
計
３
３
０
ａ
の
畑
で
露
地
栽
培

し
て
い
ま
す
。
冬
期
の
出
荷
も
見
込
ん

で
新
た
に
ハ
ウ
ス
４
棟
を
建
て
、
園
芸

施
設
共
済
に
加
入
し
ま
し
た
。

　
丈
明
さ
ん
は
、
東
京
の
会
社
を
退
職

し
て
就
農
。
同
じ
く
農
家
を
志
し
て
い

た
美
智
子
さ
ん
と
出
会
い
結
婚
し
ま
し

た
。美
智
子
さ
ん
と
母
の
伸
子
さ
ん
は
、

父
の
転
勤
で
オ
マ
ー
ン
に
住
ん
で
い
た

こ
と
も
。

　
長
女
の
琴
美
ち
ゃ
ん
は
マ
イ
リ
ト
ル
ポ
ニ
ー
が
大
好
き
。
通
っ
て
い
る
野

外
保
育
園
で
馬
と
触
れ
あ
え
る
そ
う
。
蓮
く
ん
は
昭
和
の
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
の

大
フ
ァ
ン
。
外
で
は
カ
ニ
や
バ
ッ
タ
を
捕
ま
え
て
遊
び
ま
す
。
美
ノ
加
ち
ゃ

ん
の
好
物
は
「
お
み
そ
し
る
ご
は
ん
」
と
琴
美
ち
ゃ
ん
が
教
え
て
く
れ
ま
し

た
。

　
丈
明
さ
ん
と
美
智
子
さ
ん
は
「
素
直
に
、野
菜
の
よ
う
に
た
く
ま
し
く
育
っ

て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

富
岡

　丈
明
さ
ん
（
37
）
　
　美
智
子
さ
ん
（
33
）

　
　
　琴
美
ち
ゃ
ん
（
６
）
　蓮
く
ん
（
３
）

　
　
　美
ノ
加
ち
ゃ
ん
（
１
）
　島
袋

　伸
子
さ
ん
（
63
）
　

た
け
あ
き

と
み
お
か

　

み
ち
こ

こ
と
み

ほ
の
か

し
ま
ぶ
く
ろ
の
ぶ
こ

れ
ん

山梨県農業共済組合

冬号

　
今
回
か
ら
若
干
デ
ザ
イ
ン
を
変
更
し
、「
き
ょ
う
さ
い
部
長
」
コ
ー

ナ
ー
を
「
や
ま
な
し
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
」
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

　
さ
て
、
大
人
気
連
載
の
「
お
う
ち
野
菜
」
は
、
タ
マ
ネ
ギ
が
テ
ー
マ

で
す
。
お
目
当
て
の
種
が
見
つ
か
ら
な
い
場
合
は
、
牛
村
先
生
行
き
つ

け
の
株
式
会
社
山
梨
興
農
さ
ん
で
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
。

〈
予
告
〉
広
報
紙
「
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
」
２
０
２
０
秋
号

　
　
　  （
令
和
2
年
10
月
発
行
予
定
）

編
集
後
記 ア

ル
バ
ム

＊材料＊（２人分）
トマト･･･１個
絹ごし豆腐･･･150g
干しエビ･･･５g
Ａ　老酒･･･大さじ１
　　塩･･･小さじ１
　　鶏ガラスープ･･･100cc
粗びきコショウ･･･少々
青ネギ･･･少々

※老酒は、紹興酒や料理酒で代用できます。
※干しエビは、桜エビではなく中華材料の干しエビです！

冷めてもおいしい


